
実
用
化

複合航法アルゴリズム 高速飛行実証（HSFD）
フェーズI/II

成層圏プラットフォーム
定点滞空試験機

小規模飛行実験機
（SSRV）

Powerplants

Fuselage

Wing

Elec. Sys.

Avionics

Cabin Int.
Flt CtrlGearOthers

エンジン39％

機体52％

装備品9％
日本の航空機産業構造 （生産額）航空機の価値構成

※Air Transport System, 2015 ※SJAC, 2023
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計画×5（ソフト全体、開発、検証、
形態管理、品質保証）

標準×3（要件定義、設計、コーディング）

ソフトウェア認証

ハードウェア認証：計画 × 5 ＋ 標準 × 3

認証計画書

※第1回航空機装備品認証技術オープンフォーラム開催レポート

2018/4 「航空機装備品ソフトウェア認証技術イニシアティブ」、設立

• JAXA資金で運営、会費無料、時限的
• 「装備品認証に関する知見・ノウハウの共有の場」を立ち上げる活動
• オープンフォーラム（講演会）、セミナー、研究会の開催
• 海外の規格策定団体（RTCA、SAE、他）との交流
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装備品
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参入を目指す
メーカー

JAXA 先行メーカー

知見、ノウハウ

ソフトウェア
ライブラリ

ドキュメント
テンプレート

2021/4 「航空機装備品認証技術コンソーシアム（CerTCAS）」、設立
※会員から集めた会費収入で運営

航法技術開発と航空機装備品の認証取得に向けた取り組み
航空技術部門 航空安全イノベーションハブ

○藤原 健、跡部 隆、山本健広

課題 成果

背景 技術

取り組み

『認証』取得までの流れ 装備品業界における『知』の共有

我が国の『装備品』産業の現状 JAXAが持つ装備品技術−航法装置

我が国の『装備品産業』は航空業界における伸びしろ 基礎研究にとどまらず、実践的な研究開発を経て、
各種プロジェクトにおける無人航空機の主航法装置として実用化

『認証』への関与、『知見・ノウハウ』を業界全体で共有

『知』を共有する業界団体を設立、新業種から会員増

認証活動−航空局と合意した『計画文書』にもとづいて活動

『Verification & Validation プロセス』にもとづく活動

JAXAは技術実証までで、『認証』はメーカ任せ

計画 設計 製造 検証 認証取得


